
卒業⽣アンケート 2025 年度実施分 
総合学務センター委員会 

 
 
１，調査の⽬的 
本調査は、卒業⽣を対象に実施し、本学での教育をはじめとする学⽣⽣活がキャリアに与えた影響につ
いて調査することを⽬的とする。 
 
２，実施期間 
2025 年 3 ⽉ 14 ⽇〜3 ⽉ 31 ⽇ 
 
３，実施⽅法 
・Google フォームを使ったアンケート調査（卒業⽣にメールで周知） 
・記名式で回答 
 
４，対象者 
2023 年度卒業⽣〜2019 年度卒業⽣（卒業後 1 年〜5 年前後） 

  



卒業⽣アンケート内容 
Q1 ：あなたのお名前、学部名、卒業年次を教えてください。※必須 
      名前（         ）所属学部 （         ）卒業年次（         ） 

 

 
Q２ ：卒業後の進路について質問します。※必須 
Q2-1：卒業直後の進路は次のうちどれでしたか？ 
       a)正規職員として就職（⺠間企業、公務員、教員、保育⼠など） 
       b)⾮正規職員（派遣職員、臨任・⾮常勤講師、アルバイトなど） 
       c) 進学（⼤学院、専⾨学校など） 
       d) 就職準備（公務員・教員等の受験勉強、専⾨職に就くための修⾏など） 
       e) その他（結婚、出産、⾃営業の⼿伝い、家事⼿伝いなど） 
 
Q2-2：現在の状況について質問します。※必須 
       a)卒業時に就職した場所で現在も勤務している  
       b) 退職した（現在、求職中） 
       c) 転職した（卒業直後とは別の職場で働いている） 
       d) ⼤学院、専⾨学校で４⽉以降も在籍予定 
       e) 受検勉強（公務員・教員等の受験勉強など） 
       f) その他（求職中、就職準備など） 



Q2-3：現在の状況について質問します。 
現在就業中の⽅は職場や配属先・職位を、在学中の⽅は教育機関名を教えてください。 
(                                                                      ) 
例：株式会社国際証券 総務部総務課 主任、富⼭国際⼤学⼤学院 観光研究科 等 
 
Q３ ：本学の学びについてお伺いします。 
Q3-1：本学のディプロマ・ポリシーで述べられている能⼒・資質に関して、あなたは在学中にどの程度
   ⾝についたと思いますか？（各項⽬５段階評価） 
   ①⼈間性の向上（DP1）※必須 
    共存・共⽣の精神のもと時代の潮流に対応できる、⼈間として必要な知識や教養、思考⼒・表
    現⼒、倫理観を⾝につけた。 

   a)とても⾝についた b)まあ⾝についた c)どちらともいえない d)あまり⾝につかなかった
   e)まったく⾝につかなかった 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ②専⾨性の向上（DP２）※必須 

    各学部のそれぞれの教育⽬標に基づき、講義、演習、実習を通して、専⾨分野に関わる基本的
    知識・技能や知的学識を習得し、専⾨的素養を⾝につけた。 

   a)とても⾝についた b)まあ⾝についた c)どちらともいえない d)あまり⾝につかなかった
   e)まったく⾝につかなかった 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  ③社会性の向上（ＤＰ３）※必須 
    ⼤学内外での学修を通じて、⼈々と協⼒して課題などを解決できる、社会性を持ち⾃⽴した⼈
    間になったと実感できる⼒を⾝につけた。 

  a)とても⾝についた b)まあ⾝についた c)どちらともいえない d)あまり⾝につかなかった 
  e)まったく⾝につかなかった 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｑ3-2：それぞれの能⼒について社会⼈になってから役に⽴ったと感じますか？（各項⽬ 5 段階評価） 
   ①⼈間性の向上（DP1）※必須 
    共存・共⽣の精神のもと時代の潮流に対応できる、⼈間として必要な知識や教養、思考⼒・表
    現⼒、倫理観を⾝につけた。 

   a)とても役⽴った b)まあ役⽴った c)どちらともいえない  d)あまり役⽴たなかった   
   e)まったく役⽴たなかった 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ②専⾨性の向上（DP２）※必須 

    各学部のそれぞれの教育⽬標に基づき、講義、演習、実習を通して、専⾨分野に関わる基本的
    知識・技能や知的学識を習得し、専⾨的素養を⾝につけた。 

   a)とても役⽴った b)まあ役⽴った c)どちらともいえない  d)あまり役⽴たなかった   
   e)まったく役⽴たなかった 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ③社会性の向上（ＤＰ３）※必須 

    ⼤学内外での学修を通じて、⼈々と協⼒して課題などを解決できる、社会性を持ち⾃⽴した⼈
    間になったと実感できる⼒を⾝につけた。 

   a)とても役⽴った b)まあ役⽴った c)どちらともいえない  d)あまり役⽴たなかった   
   e)まったく役⽴たなかった 

 
 
Ｑ３-3：学⽣時代にもっと取り組めばよかったと思うことを選択してください。（複数回答可）※必須 
    a)教養科⽬ b)専⾨科⽬ c)ゼミ等演習科⽬ d)部活動・サークル活動 e)アルバイト 
    f)インターンシップ g)ボランティア h)留学 i)その他（            ） 
    j)特に無い 
 



 
 
Ｑ４：以下について他にご意⾒があればお聞かせください（⾃由記述 300 字以内） 
 
Ｑ4-1：教育内容について 
（                                      ） 
 
Q4-2：学⽣⽣活について 
（                                      ） 
 
Ｑ4-3：学内施設について 
（                                      ） 
 
Q4-4：その他 
（                                      ） 

以上 


